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 はじめに 
 　古英詩  Beowulf では宴席で昔のデネとフリジア人との争いを扱った歌が吟唱される場面が描写
されており、その中には次のような一節がある。
 　　　 oþðæt oþer com 
 gear in geardas,　　swa nu gyt deð, 
 þa ðe syngales　　sele bewitiað, 
 wuldortorhtan weder. 1） 
 (ll. 1133b ― 36a) 
 ここはいわゆるFinn Episodeの一部であるが，引用箇所のgearは文法的に後続のwuldortorhtan 
wederとvariationを構成しているとする解釈が一般的に支持されている。そして全体は例えば
‘until another year arrived among the earth’s habitations, just as it still does even now and those times 
of heavenly bright weather which always observe their proper season. 2） のように訳される。
　さらに多くの刊本のglossaryおよび注においては，この箇所のgearに対して ‘year’に加えて
‘spring’という意味を記載しており 3） ，そのためoþðætからdeðまでは ‘until another spring came to 















と ‘non-winter’であっただろうと推測されている 6） 。古英語ではwinter「冬」がyear「年」の意味
でしばしば用いられており，wintergetelおよびwintergerīmは「年数」をwinterstealは「満一歳
の馬」を意味する。またShakespeareの  The Comedy of Errors 1.1.132や  Richard II 1.3.141では「夏」
が「年」の意味で用いられている。これらの季節名の用法は伝統的な季節区分の名残りであると
いえる。 
 　しばしば引用されるように，Tacitusの  Germania にはゲルマン人の季節の分け方に言及した箇
所がある。 
 unde annum quoque ipsum non in totidem digerunt species: hiems et ver et aestas intellectum ac 
vocabula habent, autumni perinde nomen ac bona ingnorantur. 
 Accordingly the year itself is not divided into as many parts as with us: winter, spring, summer, 





つの区別しか必要でなく，秋は収穫とともに区別されたと考えるのが妥当だろう 9） 。 
 　春が比較的新しい概念であることは，ゲルマン語内の諸言語においてそれぞれの季節名に対し
てどのような単語が記録されているかを見ても明らかである 10） 。 
WINTER SPRING SUMMER AUTUMN
Goth. wintrus ・・・・ asans ・・・・
ON vetr vār sumar havst
Dan. vinter voraar, vaar sommer efteraar (høst)
Sw. vinter vår sommar höst
OE winter lencten sumor hærfest
ME winter lente(n) sumer hervest, autum(p)ne
NE winter spring summer autumn, fall
Du. winter voorjaar, lente zomer herfst
OHG winter lenzo sumar herbist
MHG winter lenze sumer herb(e)st
NHG winter frühling sommer herbst













 Se ðe stalað on Sunnanniht oððe on Gehhol oððe on Eastron oððe on ðone halgan Þunresdæg on 
Gangdagas: ðara gehwelc we willað sie twybote, swa on Lenctenfæsten. 
 日曜日，クリスマス，復活祭，聖木曜日，または祈願節に盗みをはたらいた者は，そのいず
れの事件についても，四旬節の時と同様に，2倍の損害賠償金を支払わなければならない 12） 。 






















付けられていることが注目される。同じように古英詩  Guthlac B ，1273行目以降でも夏を比喩に
した描写で，wyrta geblowene「花咲く草木」が用いられており，「花が咲く」季節は「夏」であ
ると考えられていたことを示している。 
 　 Menologium の140行目以降では秋について言及されており，hærfest「秋」にはwlitig，
wæstmum hladen「美しい，実りを背負った」という形容語句が与えられ，wela byð geywed / 
fægere on foldan「豊かさが大地にふさわしく示される」と描写されている。現代におけるイメー
ジと同様に，秋はここでも「実り」と結び付けられている。143行目における fægere on foldanは，
冒頭で引用した問題の箇所における表現 fæger foldanとほぼ同じものである。 
 　さらに，この詩の202行目以降には秋から冬への季節変化の描写がある。そこでは，冬が
sigelbeortne genimð / hærfest mid herige / hrimes and snawes「霜と雪の軍隊で太陽輝く秋を捕ま












 　 Menologium と比較すると記述は少ないが，他の古英詩においても四季に言及した箇所がある。
例えば古英詩  Maxims II には以下の記述が見られる。 
   Winter byð cealdost, 
 lencten hrimigost 　(he byð lengest ceald), 
 sumor sunwlitegost 　　(swegel byð hatost), 
 hærfest hreðeadegost, 　　　hæleðum bringeð 
 geres wæstmas, þa þe him god sendeð. 
 [ Maxims II , ll. 5b ― 9] 
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 Winter is the coldest time, spring the frostiest ― it is cold the longest.  Summer is the most 
sunshiny ― the sun is hottest ― and autumn the most gloriously abundant ― it brings men the 




な違いが見られない。また  Maxims  I ，75行以下では季節の移り変わりが描写されているが，冬
から夏の変化しか書かれていないことも注目に値する。 










は英語だけである  17） 。古英詩では， Phoenix における以下の一節がほぼ唯一の冬や夏と明確に区
別された「春」の描写である 
  　　　þonne sunnan glæm 
 on lenctenne,  lifes tacen, 
 weceð woruldgestreon, þæt þa wæstmas beoð 
 þurh agne gecynd eft acende, 
 foldan frætwe.
 [ Phoenix , ll. 253b ― 57a] 
 when the gleam of the sun, the sign of life, in spring brings forth the world’s wealth, so that 












訂し，自らも  Colloquia を書いている。その中には季節への言及が見られるがそれは以下のよう
になっている。 
 　Ego uolo crás equitare siue nauigare ad ciuitatem propter meam necessitatem, et émere ibi quę 
necessaria sunt mihi antequam hiemps aduenerit, quoniam ęstas est modo et bone uie et bone 
aure et tranquillę ad ambulandum siue equitandum uel nauigandum. 
 [The Colloquies of Ælfric Bata 20] 
 Tomorrow I’ll ride or sail to the city on an errand to buy what I need before winter comes, since 










候が言及されているが，‘it’s summer weather and not wintry’ 21） となっており，やはり夏と冬の表
現しか用いられていない。これらは，この時代になってもまだ二季区分が一部の知識人の間にも
根強く残っていたことを示すものであると考えられる。 




ば， Genesis , l. 2304,  Elene , l. 7,  Guthlac A , l. 936,  The Riming Poem , l. 25,  Menologium , l. 6,  The Paris 
Psalter , P76. 5, 2, P101. 21, 7などはいずれも「年」の意味で用いられている。 
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 　このように用例数からいえば「年」という意味が多いが，gearが特定の季節を表している可能
性がある箇所として  Guthlac A における一節がある。 
 Smolt wæs se sigewong ond sele niwe, 
 fæger fugla reord, folde geblowen; 
 geacas gear budon. 
 [ Guthlac A , ll. 742 ― 44a] 
 The site of his triumph and his lodgings were peaceful anew, the singing of the birds was lovely, 
the countryside was sprung into blossom and cuckoos heralded the year. 22） 
 引用箇所でgearは ‘year’と訳出されているが，geblowen「花が開く」という表現は既に見たよう
に夏の描写において見られるものである。また，geacas「郭公」は古英語に限らず北欧において
も初期の詩では夏の鳥であるとされている 23） 。郭公については  The Seafarer ，53行以降でも以下
の記述が見られる。 
 Swylce geac monað geomran reorde, 
 singeð sumeres weard, sorge beodeð 
 bitter in breosthord.
 [ The Seafarer , ll. 53 ― 55a] 
 The cuckoo too serves warning by its mournful cry; summer’s herald sings and foretells cruel 
distress at heart. 24） 
 ここでもgeac「郭公」はsumeres weard「夏の守り手」と同格になっており，夏と関連付けられ
ている。これらのことから上記  Guthlac A の引用箇所におけるgearは一般的な「年」という意味
よりも季節としての「夏」が意図されていると解釈するのが適切であると思われる。 
 　gearが「年」以外の意味で用いられている他の例として，古英語  Rune Poem のg-rune（gēr）
に与えられたスタンザがある。 
 ᛄ byþ gumena hiht, ðon god læteþ, 
 halig heofones cyning, 　hrusan syllan 
 beorhte bleda 　　beornum and ðearfum.
 [ Rune Poem , ll. 32 ― 4] 
 Harvest is a joy to men, when God, the holy king of heaven, makes the earth bring forth bright 
― 216 ―
名古屋学院大学論集
fruits for rich and poor alike. 25） 
 ここでのgērは ‘harvest’あるいは ‘fruitful year’と訳され  26） ，「春」というよりは「夏」から「秋」
の実りがもたらされる季節を表していると解釈される。また，この同じルーン文字に対して
Icelandicルーン詩では以下のスタンザが与えられている。 
 (ár) er gumna góðð 
 ok got sumar 
 ok algróinn akr. 
 [The Icelandic  Rune Poem , ll. 28 ― 30] 
 harvest is a blessing to men and good summer and fully ripe crops. 27） 
 引用箇所に見られるように，Icelandicルーン詩では対応するárが ‘the height of their growing 































 このようなFinn Episode全体の文脈の中にあって， Beowulf における問題の箇所は恨みを抱きつ
つも行動を起こさないでいたHengestが復讐を決意する心境に至る変化を描写した部分なのであ
る。 
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